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地区ロータリー財団セミナーの手引き
 セッションの概要：資金管理
本セッションはすべての地区を対象としています。スライド6～9は試験地区向けとなっていますが、未来の夢計画の全面的導入に向けて、試験段階に参加していない地区も参加資格について学ぶことができます。
研修目的

本セッション終了後、参加者に期待されること
•
適切な資金管理の実践方法を知る。
•
ロータリー財団資金の管理者であることの重要性を理解する。
•
クラブが参加資格を得るための要件について学ぶ。
オンラインのリソース

参加資格に関する情報、「補助金管理の手引き」、そのほかの関連資料は、www.rotary.org（「会員」→「地区の運営」→「未来の夢計画」→「リソース」）でご覧いただけます。
地区独自の情報

以下のような形で、地区に合ったプレゼンテーションを行うことができます。
•
既に行われている効果的な資金管理の実践例を紹介する。
•
資金の不正使用があった場合の地区の手続きについて説明する。
•
資金管理に関する質問や不正使用の報告をする際の、地区の連絡担当者名と連絡先を伝える。
•
クラブが参加資格を得るために地区が定めている追加要件について説明する。
話の要点

•
「資金管理」とは、ロータリー財団の補助金資金を責任を持って管理、監督することです。ロータリアン一人ひとりが適切な資金管理を行うことが義務付けられています。適切な資金管理を実践することによって、管理委員会の指針に従って補助金を使用し、十分な管理を行い、援助を最も必要としている人々のために生かすことができます。また、資金を慎重に管理すれば、寄付者から財団への信頼が高まり、将来のさらなる寄付へとつながります。
•
資金管理には以下が含まれます。
−
補助金の授与と受諾の条件を守るため、ロータリアンが積極的にプロジェクトに関与し、十分かつ徹底的にこれを監督すること。
−
財団から承認された通りにプロジェクトを実施すること。
−
現金での取引は極力控え、すべての取引記録を保管するなど、標準的な事業慣行に則ること。
−
不正経理があれば地区に報告し、適切な調査と解決が行われるようにすること。
−
補助金の使途を確認するため、不備なく正確な報告書を期限どおりに財団へ提出すること。
−
必要書類を保管すること。 

•
国際ロータリー資金管理部は、財団補助金を監督するため、以下を行っています。
· 報告要件が守られているかどうかを確認
· ロータリー財団補助金専門家を通じた、定期的な監視（モニターリング）
· 無作為監査と焦点を絞った監査
· 不正経理の申し立てについての調査
· 資金管理セミナー
•
未来の夢計画の下、クラブがグローバル補助金の資金を受領するには、まず参加資格の認定を受ける必要があります。資格認定は、クラブが財団補助金を管理するための適切な手続きを備えているかどうかを確認するための手続きです。また、クラブは毎年認定を受ける必要があります。新地区補助金の場合、クラブの資格認定を行うかどうかは、地区が独自に決定します。
•
ロータリー財団は、クラブの参加資格の最低要件として、2つの項目を定めています。
−
会長エレクトまたは指名されたクラブの代表者が、地区補助金管理セミナーに出席しなければならない。
−
クラブ会長とクラブ会長エレクトが、「クラブの覚書」（MOU）を読み、署名した上で地区に提出し、地区の要件の順守に同意しなければならない。
−
<<地区が定めたクラブの追加資格要件がある場合は、ここに挿入してください。>>
•
<<地区補助金管理セミナーの実施予定について、情報を挿入してください。>>
•
「クラブの覚書」（MOU）とは、クラブと地区の間の法的な同意書であり、ロータリー財団補助金の活動実施および資金管理を適切に行うために、クラブに義務づけられる実行項目を記載したものです。この文書に署名することにより、クラブは財団の全要件の順守に同意したことになります。
•
ご不明な点は、財団世界本部の資金管理担当職員（fvqualification@rotary.org）またはRI日本事務局財団室までお問い合わせください。
討論のための質問

• 
適切な資金管理を行うことで、プロジェクトの参加者、受益者、ロータリー財団にとってどのような利点がありますか。


• 
責任ある財務管理を行うため、補助金活動を開始する前に、クラブはどのような計画や準備を整える必要がありますか。
• 
クラブが既に実践している資金管理の方法で、補助金資金の管理にも応用できるものがありますか。
活動例

•
小グループに分かれ、財団の資金を適切に管理するためにクラブが取っている方法を話し合ってもらう。
•
財団資金の不正使用が明らかになった場合、または疑わしい状況が生じた場合の対処方法について、3～4人のグループに分かれて話し合ってもらう。各グループに、話し合いの内容を発表してもらう。
•
小グループに分かれ、適切な資金管理の実践が、財団への寄付の増加にいかにつながるかを話し合い、個条書きにまとめてもらう。
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